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はぐくみ支え合うまち・京都ほほえみプラン（２０２４－２０２９）に掲げる

施策の令和６年度事業実績及び令和７年度取組予定について（抜粋版） 

 

施策目標１お互いに認め合い、相互に人格と個性を尊重するまちづくり 

【令和６年度事業実績】 

１ 障害者差別相談 専門相談員の設置 

   専門相談員を設置し、障害を理由とする差別解消の相談窓口業務、障害

者虐待の通報に関する一次的な相談窓口業務を実施（相談件数３５件） 

 

２ 手話啓発 

  ○ 京都市手話言語がつなぐ心豊かな共生社会を目指す条例に基づく手

話に関する施策の推進方針（第３期）の策定（推進期間：令和７年度～

令和１１年度） 

○ 醍醐ふれあいプラザ、西京ひろば、上京区民まつりに手話体験ブース

を出展 

○ 保育士・民生委員を対象とした業種別の手話研修を実施 

    受講者数：保育士５人、民生児童委員４３人 

○ 手話言語の国際デーライトアップ（点灯期間：令和６年９月２３日） 

 

【令和７年度取組予定】 

１ 手話啓発 

○ 各区で開催されるふれあいまつり等で手話体験ブースを出展する 

○ 民生児童委員・消防団員を対象とした業種別の手話研修を実施する。 

○ 手話言語の国際デーライトアップを実施（点灯期間：令和７年９月 

２３日） 

 

施策目標２自らの決定に基づき、地域生活が継続できる支援の推進 

【令和６年度事業実績】 

１ 地域生活支援拠点等のモデル整備 

○ 障害のある方が住み慣れた地域で生活できるよう、令和６年１０月か

ら南部エリア（伏見区（醍醐支所管内を除く））において、地域生活継

続・地域移行のためのコーディネーターを配置し助言・指導を行うとと

もに、緊急時に支援が見込めない場合に備え、支援チーム（相談支援事

業所等、普段から本人をよく知る支援者で構成）の構築や緊急事態の初

動対応を事前に定めておく緊急時対応プランの作成を促進、親亡き後を

見据えた一人暮らし体験の場を確保した。 

・ 地域生活継続・地域移行のためのコーディネート事業：実利用者数

４１名 
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【令和７年度取組予定】 

 １ 重度障害者利用事業所支援事業 

   引き続き、事業を実施し、重度障害児者が安心して地域生活を送るため

のサービス提供体制の更なる充実を図る。また、令和７年度からの充実事

業として、医療的ケア者への支援を行う看護職員の採用に要する経費や受

入に要する備品購入費について、実際に新たに医療的ケア者を受け入れた

事業所に対し補助を行う。 

 

２ 京都市ケアラー支援条例に基づく広報・啓発事業 

  ○ 条例やケアラーの認知度向上を目的としたシンボルマーク及びキャ

ッチコピーの公募やポスター・リーフレット等の作成、記念イベントの

開催を行う。 

○ ケアラー支援に関する施策を推進するための計画を策定する。 

 

３ 生活介護及び共同生活援助事業所用施設改造費助成 

  〇 生活介護及び共同生活援助事業所用施設改造費助成事業を創設し、 

事業所に周知した。 

〇 障害のある人の日中活動の場となる生活介護事業所等の設置促進に

向けて、必要な施策の検討等に取り組む。 

 

 ４ 日常生活用具給付等事業 

  ○ 引き続き、身体障害者手帳所持者及び対象となる難病患者に対し、日 

常生活用具を給付する。 

○ 令和７年４月に、じょくそう防止マット他６件の基準価格の見直し

と パルスオキシメーターの対象者要件の見直しを行った。 

  

５ 外国人介護人材への日本語研修 

   外国人介護人材が市内の介護現場において円滑に就労・定着できるよ 

う、介護技能向上のための集合研修の実施に対する支援を行う。 

 

施策目標３安心・安全に暮らすことができる生活環境の整備 

【令和６年度事業実績】 

１ 「重度心身障害者医療費支給制度」及び「重度障害老人健康管理費支

給制度」の対象拡大 

 令和６年８月から、精神障害がある方への対象拡大を行った。 

（実績） 

○ 重度心身障害者医療費支給制度 

年間平均受給者数１１，９７４人（給付額２，２８２，７５７千円） 

○ 重度障害老人健康管理費支給制度 

年間平均受給者数１１，９３３人（給付額１，１７７，４７５千円） 
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【令和７年度取組予定】 

 １ 命の大切さと生きる勇気・力を取り戻すための支援の充実 

  ○ 「かかりつけ医・産業医うつ病対応力向上研修会」開催予定。 

〇 一般科医と精神科医との交流会を開催予定。 

○ 「自死遺族・自殺予防こころの相談電話～きょう こころ ほっとでん

わ～」について、新型コロナが５類感染症に移行して一定期間経過した

状況を踏まえ、令和７年度から平日日中７時間で受け付けるとともに、

長年民間で２４時間３６５日体制で自殺対策相談電話に取り組んでお

られる「京都いのちの電話」への支援を拡充する。 

 

２ 在宅人工呼吸器使用者等非常用電源装置購入支援事業 

在宅で人工呼吸器を使用する方にとって必要不可欠である電源を確保

し、災害発生時の非常時にも生命を守り生活を継続できるよう、発電・蓄

電が可能な非常用電源装置の購入費用を助成する。 

 

施策目標４社会のあらゆる活動に参加できるまちづくり 

【令和６年度事業実績】 

 １ 障害者就労支援プロモート事業 

   京都市障害者就労支援推進会議及び部会の開催、当該会議のホームペー

ジ「はたらきまひょ」の運営、福祉事業所等の支援者・利用者向けスキル

アップ研修、企業等向けの障害者雇用企業セミナー等の開催、課題に応じ

たアドバイザーの派遣等を実施した。 

  ＜主な実績＞ 

  ・ 福祉事業所等の支援者・利用者向けスキルアップ研修（実績：８回／

１５６名） 

・ 企業等向けの障害者雇用企業セミナー等の開催（実績：４回／８６名） 

・ 課題に応じたアドバイザーの派遣（実績：５企業／９回） 

 

【令和７年度取組予定】 

 １ 障害者就労支援プロモート事業 

    引き続き、京都市障害者就労支援推進会議及び部会の開催、当該会議の

ホームページ「はたらきまひょ」の運営、福祉事業所等の支援者・利用者

向けスキルアップ研修、企業等向けの障害者雇用企業セミナー等の開催、

課題に応じたアドバイザーの派遣等を実施する。 

 

２ 超短時間雇用促進モデル事業 

   〇 超短時間雇用（週２０時間未満の雇用）の促進にあたり、企業のニー

ズに応じた業務の切り出し等の実施、働く意欲があっても障害特性等

により長時間の就労が難しい方々とのマッチング支援及び定着支援を
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実施。 

〇 創出した事例の紹介や先進的な他都市事例等のセミナーを開催予定

（２～３月） 

 

施策目標５障害や疾病等で支援が必要な子どもに対する福祉と教育の充実 

【令和６年度事業実績】 

１ 地域障害児支援体制強化事業 

児童発達支援センター（市内計９か所）が中心となり、地域の事業所等

とも連携した、子どもの育ちの保障、家族の不安軽減、地域における支援

の質の向上に向けた取組を実施 

・ 地域の事業所に対するスーパーバイズ等の実施（８０回） 

・ 地域のインクルージョン推進（訪問回数：１４５回） 

・ 地域の発達支援に関する入口としての相談支援（訪問２９回、来訪

対応７１回） 

・ 障害児通所支援事業所の職員向け研修を実施（４日間、延べ１７１

人参加） 

 

２ ＬＤ等通級指導教室による指導の充実 

ＬＤ等発達障害のある児童生徒が、障害に応じた特別な指導（自立活

動）を受ける「ＬＤ等通級指導教室」による指導の充実を図った。 

＜令和６年度通級指導教室設置状況＞ 

    通級指導教室：１５５教室設置（ＬＤ等通級指導教室：１２０校、こ

とばときこえの教室：３５教室。うちＬＤ等・ことば

ときこえ併用型：２７教室） 
 
【令和７年度取組予定】 

１ 地域障害児支援体制強化事業 

引き続き、児童発達支援センターが中心となり、地域の事業所等とも連

携・協力しながら、子どもの育ちの保障、家族の不安軽減、地域における

支援の質の向上等に取り組む。 

 

２ ＬＤ等通級指導教室による指導の充実 

引き続き、通級指導教室による指導の充実を図る。 

   ＜令和７年度通級指導教室設置状況＞ 

   通級指導教室：１７５教室設置（ＬＤ等通級指導教室：１３２校、こ

とばときこえの教室：４３教室。うちＬＤ等・ことば

ときこえ併用型：３７教室） 


